
 

平成 25 年 3 月 29 日 

東海旅客鉄道株式会社 

 

平成25年度重点施策と関連設備投資について 

 

平成25年度も引き続き充実した安全関連投資を実施するとともに、グループ会社と一体とな

って社員教育を充実するなど鉄道事業の原点である安全・安定輸送の確保を最優先に取り組み

ます。 

鉄道事業においては、引き続き地震対策を推進するとともに、大動脈輸送を今後とも維持す

るために、東海道新幹線の土木構造物の大規模改修工事に着手します。また、Ｎ７００Ａの投

入やＮ７００系の改造を進めるなど、輸送サービスの充実に取り組みます。 

山梨リニア実験線においては、延伸及び設備更新を完了させ、走行試験を再開します。 

あわせて、長期的展望に立って、超電導リニアによる中央新幹線計画や名古屋駅新ビル計画、

また海外における高速鉄道及び超電導リニアプロジェクトへの取組みなどを着実に推進します。 

以上のように、各種課題を着実に進めるため、引き続き、収益力の強化と技術レベルの不断

の向上に取り組むとともに、設備投資を含めた業務執行全般にわたり知恵を絞り効率化と低コ

スト化を徹底し、経営体力の充実を図ります。 
 

Ⅰ．重点施策 

 安全・安定輸送の確保 

 東海道新幹線における輸送サービスの充実 

 在来線における輸送サービスの充実 

 超電導リニアによる中央新幹線計画の推進 

 営業施策の強化 

 技術力の強化、海外プロジェクトへの取組み、地球環境保全 

 関連事業の着実な推進 

 

Ⅱ．設備投資額 

連結：2,940億円、単体：2,710億円（うち安全関連投資1,720億円） 

 



安全・安定輸送の確保

鉄道事業の原点である安全 安定輸送の確保を最優先に取り組みます
（設備投資額：1,230億円）

・鉄道事業の原点である安全・安定輸送の確保を最優先に取り組みます。

■東海道新幹線における土木構造物の健全性の維持・向上を図るため
大規模改修工事に着手する。

■地震に対する耐力をさらに強化するため、東海道新幹線の脱線・逸脱
防止対策を推進するとともに、在来線の高架橋柱等の耐震化を進める。

■浜松工場等の建物や三島駅等の駅舎の建替・耐震補強工事を推進する■浜松工場等の建物や三島駅等の駅舎の建替・耐震補強工事を推進する。
■在来線について、落石対策、踏切保安設備改良等を推進する。
■各自治体が公表するハザードマップを踏まえ、津波対策の一層の
深度化を図る。

■総合研修センターを活用し、グループ一体として安全やサービスに
主眼を置いた社員教育の一層の充実に取り組む主眼を置いた社員教育の 層の充実に取り組む。

ひび割れ
注入

覆工裏空隙充填

ﾛｯｸﾎﾞﾙﾄ打設・
鋼板による補強
（覆工厚が薄い
部分）

（参考） ・新幹線の大規模改修工事：当初３年間で930億円（平成25年度は220億円）
・新幹線の脱線・逸脱防止対策：脱線防止ガード 約70㎞（平成25年度）

大規模改修工事（トンネル：変状発生抑止対策）

・浜松工場建替：平成29年３月 新ラインによる全般検査開始予定

「浜松工場」完成イメージ東海道新幹線の脱線・逸脱防止対策

部分）



東海道新幹線における輸送サービスの充実

道 線
（設備投資額：550億円）

・東海道・山陽新幹線において、７００系からＮ７００Ａへの取替を進める
など、引き続き輸送サービスの充実に取り組みます。

■最新の技術開発成果を採用したＮ７００Ａの投入を進め、あわせて、■最新の技術開発成果を採用したＮ７００Ａの投入を進め、あわせて、
Ｎ７００Ａに採用した技術を取り入れるべく、Ｎ７００系の改造
工事を推進する。

■新大阪駅の引上線の改良工事を終えて ７年の長期にわたる新大阪■新大阪駅の引上線の改良工事を終えて、７年の長期にわたる新大阪
駅の大規模改良工事を完成させる。

■東京駅・名古屋駅における新型可動柵の設置工事を推進する。東京 新 動 設置 事 推 す 。
■新幹線全駅への喫煙ルームの設置を推進する。

新大阪駅２７番線ホームＮ７００Ａ

・新大阪駅の大規模改良工事：平成25年度中に全面使用開始予定
・新型可動柵：

東京駅15～19番線 平成27年３月末までに順次使用開始予定
名古屋駅14～17番線 平成29年３月までに順次使用開始予定

・Ｎ700Ａ：31編成投入（平成24年度６編成、平成25年度７編成、
平成26年度６編成、平成27年度６編成、平成28年度６編成）

（参考）



在来線における輸送サービスの充実
（設備投資額：40億円）

■平成２７年春の完成に向け、武豊線の電化工事を着実に推進する。

・武豊線電化工事など、諸施策に積極的に取り組みます。

■平成２７年春の完成に向け、武豊線の電化工事を着実に推進する。

■新型気動車への取替のための設計等を進める。

■駅におけるエレベ タ 多機能トイレの設置や内方線付き点状■駅におけるエレベーター・多機能トイレの設置や内方線付き点状
ブロックへの取替等のバリアフリー設備の整備を引き続き推進する。

キハ２５形 内方線付き点状ブロック

（参考） ・武豊線の電化開業時期：平成27年春予定
・新型気動車への取替：ｷﾊ25形気動車52両新製

（平成26年度16両、平成27年度36両）

・エレベーター・多機能トイレの設置：
エレベーター３駅６基、多機能トイレ３駅（平成25年度）

・点状ブロックの取替：17駅（平成25年度）



（設備投資額：370億円）

超電導リニアによる中央新幹線計画の推進

・超電導リニアによる中央新幹線の実現に向けて着実に取り組みます。

■東京都・名古屋市間において環境影響評価準備書の公告をはじめ

※山梨リニア実験線の延伸等のみ

響
とする環境アセスメントの手続きを進めるなど、着工に向けた
諸準備を着実に推進する。

■山梨リ ア実験線に いて ４２ ８ｋ の延伸と設備更新を■山梨リニア実験線について、４２．８ｋｍへの延伸と設備更新を
完了させ、新型車両Ｌ０系により走行試験を再開する。

■超電導リニア技術のブラッシュアップと 建設・運営・保守の■超電導リニア技術のブラッシュアップと、建設 運営 保守の
コストダウンに取り組む。

（参考）

山梨リニア実験線

・山梨リニア実験線：平成25年末までに新設備による走行試験再開予定

新型車両Ｌ０系

・Ｌ０（エル・ゼロ）系： 14両製作
平成24年11月に先頭車２両、中間車３両搬入
平成27年度までに残る９両を順次投入予定



・増収に向けた営業施策を積極的に展開します

営業施策の強化
（設備投資額：110億円）

■「エクスプレス予約」及び「プラスＥＸ」サービスの会員数拡大・
ご利用拡大に向けて取り組む。

増収に向けた営業施策を積極的に展開します。

■式年遷宮が行われる伊勢神宮をはじめ、京都・奈良等の観光資源を
活かした各種キャンペーンや、海外のお客さま向け商品の拡充等、
営業施策の積極的な展開に取り組む営業施策の積極的な展開に取り組む。

■「ＴＯＩＣＡ」について、全国相互利用サービスの定着を図ると
ともに、鉄道ならびに電子マネーサービスの利用促進に努める。ともに、鉄道ならびに電子マネ サ ビスの利用促進に努める。

■「さわやかウォーキング」等の地域と連携した取組みを通じ、
お客さまのご利用拡大に努める。客 利用拡 努 。

（参考）

「参りましょう。伊勢志摩」キャンペーンプラスＥＸカード

・エクスプレス予約会員数：213万人（平成25年２月末時点）
・プラスＥＸサービス会員数：２万人（平成25年２月末時点）

・ＴＯＩＣＡ相互利用：平成25年３月 10の交通系ＩＣカードの相互利用開始



技術力の強化、海外プロジェクトへの取組み、地球環境保全
（設備投資額：10億円）

・鉄道の経営・発展を支える技術力の不断の向上に取り組むとともに、海外
における高速鉄道及び超電導リニアプロジェクトへの取組みを推進します。
また 地球環境保全に向けた取組みを積極的に進めますまた、地球環境保全に向けた取組みを積極的に進めます。

■土木構造物の維持・強化対策、輸送サービスの充実、自然災害対策
等の実用に即した技術の研究開発を推進する。

■高速鉄道及び超電導リニアに関する総合的な技術力を活用し、海外
におけるプロジェクトについて、対象路線における事業化に向けた
マ ケティング活動を推進するマーケティング活動を推進する。

■省エネ型車両への取替等の地球環境保全に資する諸施策を推進する。

▲19%
▲25%

※東京～新大阪下りを
高速度270km/hで走行した
場合のシミュレーション

（参考）

試験トラス橋 東海道新幹線の車種別電力消費量

・省エネ型車両の比率：新幹線電車 100％、在来線電車 95％、在来線気動車 100％ （平成25年３月末）



関連事業の着実な推進
（設備投資額：340億円）

・名古屋駅新ビル計画を着実に進めるとともに、既存事業の競争力強化と
収益拡大を図ります。

（うち連結子会社の設備投資230億円）

■名古屋駅新ビル計画について、平成２７年末の完成に向けて新ビル
の建設を推進するとともに、テナントリーシングを積極的に進める。

■駅ビルの商業施設や流通事業の活性化に取り組み さらなる収益■駅ビルの商業施設や流通事業の活性化に取り組み、さらなる収益
拡大を図る。

■より安全・安心な食の提供に向けて 引き続き農業事業の充実を■より安全・安心な食の提供に向けて、引き続き農業事業の充実を
図る。

（参考）

「名古屋駅新ビル（仮称）」完成イメージ 新横浜ぐるめストリート

・名古屋駅新ビル（仮称）：平成27年末 完成予定
（延べ面積 約26万㎡、高さ 約220m、階数 地上46階）


